
▼
年
の
瀬
の
総
選
挙
、
二
人
の
候

補
者
の
選
挙
事
務
所
を
訪
れ
た
。

奇
し
く
も
二
つ
の
事
務
所
の
シ
ン

ボ
ル
カ
ラ
ー
は
同
じ
黄
緑
色
だ
っ

た
が
、
そ
の
意
味
合
い
は
一
八
〇

度
近
く
異
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

▼
名
古
屋
近
郊
の
選
挙
区
で
は
、

「
清
新
さ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
思

し
き
黄
緑
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

た
候
補
者
と
運
動
員
が
自
転
車
で

住
宅
地
を
回
り
、
早
朝
か
ら
駅
立

ち
を
重
ね
て
い
た
。
▼
三
週
間
前

に
役
人
を
辞
め
た
ば
か
り
で
知
名

度
ゼ
ロ
の
彼
の
演
説
に
足
を
止
め

る
人
は
少
な
か
っ
た
が
、
そ
の
軽

妙
で
い
て
真
摯
な
独
特
の
口
調
は

大
学
時
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
も
の
で

あ
っ
た
。「
中
央
官
僚
に
任
せ
て
い

て
は
、
こ
の
財
政
の
豊
か
な
○
○

市
で
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
、

よ
そ
で
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
と
使
わ
れ

て
し
ま
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

地
方
分
権
が
必
要
な
ん
で
す
」
▼

翌
日
飛
ん
だ
九
州
の
選
挙
区
で
は
、

選
挙
事
務
所
の
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
粉
砕
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
ま
ず
目
を

引
い
た
。
そ
こ
で
は
黄
緑
色
の
幟

が
意
味
す
る
も
の
は
豊
か
な
田
園

風
景
な
の
だ
ろ
う
、
選
挙
運
動
を

支
え
る
農
政
連
と
も
親
和
的
に
見

え
た
。
▼
実
績
・
知
名
度
共
に
抜

群
の
候
補
者
の
元
に
は
多
く
の
支

持
団
体
が
集
ま
り
、
最
終
日
の
総

決
起
集
会
で
は
ひ
な
壇
の
地
元
有

力
者
の
声
が
響
い
た
。「
中
央
と
の

強
力
な
パ
イ
プ
こ
そ
が
こ
の
地
域

に
と
っ
て
重
要
な
の
で
す
」。
▼
こ

う
し
て
、
対
照
的
で
落
差
も
大
き

い
二
人
の
選
挙
運
動
を
間
近
で
観

察
で
き
た
こ
と
は
政
治
学
徒
の
私

に
と
っ
て
実
に
有
益
だ
っ
た
が
、

い
さ
さ
か
の
不
安
も
覚
え
た
。
▼

ど
の
政
党
も
今
や
好
ん
で
使
う

「
地
方
分
権
」
は
、
地
域
間
の
格
差

と
争
い
を
激
化
さ
せ
る
だ
け
な
の

で
は
な
い
の
か
。
▼
皆
に
分
け
前

を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
低

成
長
社
会
で
は
、
異
な
る
利
害
を

ま
と
め
る
作
業
は
至
難
の
技
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
「
友
愛
」
の
理
念

と
精
神
が
、
そ
の
真
価
を
問
わ
れ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。（
ヒ
ゲ
）
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友
愛
の
同
志
の
皆
さ
ま
、
新
年
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
一
家
に
と
っ

て
、
平
成
二
五
年
と
い
う
年
が
、

健
康
で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

一
般
財
団
法
人
・
日
本
友
愛
協

会
の
理
事
長
と
な
っ
て
一
年
半
余

り
、
来
年
の
春
に
は
、
再
び
兄
・

由
紀
夫
に
理
事
長
職
を
譲
る
予
定

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
秋

か
ら
年
末
に
か
け
て
、
友
愛
の
活

動
に
何
ら
か
の
新
機
軸
を
加
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

今
日
で
は
、
友
愛
の
国
際
交
流

活
動
が
、
昔
に
比
べ
て
は
る
か
に

縮
小
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
国

際
青
年
交
流
の
復
活
を
目
指
し
、

た
と
え
ば
日
本
・
ロ
シ
ア
間
、
日

本
・
東
南
ア
ジ
ア
間
の
交
流
を
友

愛
が
イ
ニ
シ
ヤ
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て

や
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
考
え

て
い
る
の
で
す
。
中
国
で
の
植
林

と
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
だ
け
で
は
、
あ
ま
り

に
淋
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

友
愛
の
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

考
え
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
と
き
、

野
田
さ
ん
が
突
然
に
解
散
を
言
い

出
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
あ
と
は

総
選
挙
一
色
で
、
友
愛
に
関
し
て

は
何
も
で
き
な
い
ま
ま
年
末
を
迎

え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
今
年
は
何
を
し
た
ら
い

「
友
愛
」
を
愛
す
る
み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

友
愛
溢
れ
る
み
な
さ
ん
に
は
二
十
六
年
間
、
私
の
政
治
活
動
を
お

支
え
下
さ
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
蔭
さ
ま
で
総
理
職
ま
で

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
総
理
ま
で
や
っ
た
人
間
は
早
く

政
界
か
ら
引
退
す
べ
し
と
言
う
の
が
持
論
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
持

論
に
加
え
て
、
私
が
友
愛
三
原
則
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
「
新
し
い
公

共
」、「
地
域
主
権
」、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
の
全
て
に
対
し
て
、
時

の
政
権
が
距
離
を
置
き
始
め
た
こ
と
で
、
自
身
の
居
場
所
は
政
治
の

世
界
で
は
な
か
ろ
う
と
判
断
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
と
し
て
は
大
真
面
目
に
政
治
の
世
界
で
友
愛
精
神
の
重
要
性
を

説
い
て
参
り
ま
し
た
が
、
日
本
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
は
専
ら
友
愛
を
批

判
の
対
象
と
し
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
に
問
題
が
あ
っ
た
と
は
思
い

ま
す
が
、
ど
ん
な
に
真
剣
に
説
い
て
も
、
政
治
家
の
発
言
と
し
て
色

眼
鏡
で
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
尖
閣
諸
島
の
国
有
化
で
、
日
中
関
係
は
極
め
て
険
悪
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
李
明
博
韓
国
大
統
領
が
竹
島
に
上

陸
し
、
天
皇
陛
下
に
対
し
て
礼
を
欠
く
発
言
を
し
た
こ
と
で
、
日
韓

関
係
も
非
常
に
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
加
え
て
、
メ
ド

ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
ロ
シ
ア
首
相
が
北
方
領
土
を
再
び
視
察
し
、
北
方
領

土
問
題
も
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

私
は
首
相
在
任
中
に
友
愛
に
基
づ
き
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
を
打

ち
上
げ
て
い
ま
し
た
の
で
、
日
中
、
日
韓
関
係
は
共
に
極
め
て
良
好

で
、
領
土
に
係
る
事
件
は
一
切
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
起
こ
る

は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
と
は
、
祖
父
一
郎
の

孫
と
言
う
こ
と
も
手
伝
い
、
静
か
な
環
境
で
北
方
領
土
問
題
を
議
論

す
る
雰
囲
気
が
出
来
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

そ
の
後
の
政
権
が
対
米
従
属
的
な
方
向
に
舞
い
戻
り
、
東
ア
ジ
ア

共
同
体
を
提
唱
し
な
く
な
り
、
結
果
と
し
て
近
隣
諸
国
と
の
信
頼
関

係
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
に
と
っ
て
、
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
と
言
う
隣
国
や
ア
セ
ア

ン
諸
国
と
良
好
な
関
係
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
経
済
的
に
も

安
全
保
障
の
意
味
に
お
い
て
も
死
活
的
に
重
要
で
す
。
そ
の
目
的
の

遂
行
の
た
め
に
、
日
本
友
愛
協
会
が
還
暦
を
迎
え
る
今
年
の
早
い
時

期
に
「
世世
界界
友友
愛愛
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
東
ア
ジ
ア
共
同
体
研
究
所
」（
仮
称
）

を
設
立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
友
愛
精
神
を
尊
ぶ
若

い
青
年
た
ち
を
養
成
し
て
、
世
界
に
羽
ば
た
か
せ
て
や
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
関
心
の
あ
る
方
々
と
一
緒
に
、
ぜ
ひ
友
愛
精
神
を
世
界

に
、
と
く
に
東
ア
ジ
ア
の
国
々
に
届
け
て
参
る
一
年
に
し
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

い
の
で
し
ょ
う
か
。
ロ
シ
ア
に
は
、

各
種
ル
ー
ト
で
青
年
交
流
を
打
診

し
て
い
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
実
施
に

こ
ぎ
つ
け
た
い
と
念
願
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
、
友
愛

側
の
協
力
体
制
の
整
備
が
非
常
に

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
友
愛
創
立
六
十
周
年
で

す
。「
友
愛
創
立
六
十
周
年
記
念

大
会
」
の
成
功
に
全
力
を
尽
く
さ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
そ
く
ら
く

記
念
大
会
当
日
、
友
愛
の
過
去
、

鳩
山
一
郎
の
業
績
や
思
い
出
に
つ

い
て
、
大
い
に
語
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

し
か
し
問
題
は
未
来
志
向
で
何

が
語
ら
れ
る
か
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。六

十
周
年
の
歴
史
の
上
に
「
継

続
は
力
な
り
」
を
示
し
て
い
く
こ

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
別

の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
今
年
を
友

愛
の
「
未
来
志
向
元
年
」
に
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
皆
さ
ま
、
ど
う
か
、

次
々
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
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出演者・審査員の先生方、関係各位揃って記念撮影
23回目となる今回は極めて高水準のコンクールとなった。結果、日本Ｒ.シュトラウス協会賞は同協会のご好意を得２名が受
賞、また日本歌曲賞も２名の受賞となり、表彰式の雛壇は沢山の笑顔で溢れていた。男性声域の出演者も３名が受賞した

第
一
位
　
藤
井
玲
南
さ
ん
（
写
真
右
）

優
秀
共
演
者
賞
　
ピ
ア
ニ
ス
ト
　

斎
藤
　
龍
さ
ん
（
写
真
左
）

聴
衆
者
賞
発
表
・
表
彰
／
井
上
和
子
評

議
員
長
　
理
事
長
挨
拶
を
代
読

声
楽
の
世
界
で
、「
登
竜
門
」

と
評
価
を
得
て
い
る
本
コ
ン
ク

ー
ル
は
、
第
一
位
に
「
文
部
科

学
大
臣
賞
」
が
授
与
さ
れ
る
格

調
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

本
選
会
の
来
場
者
数
も
昨
年

同
様
二
〇
〇
名
を
超
え
、
本
協

会
の
行
う
公
益
事
業
と
し
て
、

活
動
の
実
績
を
誇
っ
て
い
る
。

午
後
四
時
四
〇
分
か
ら
開
演

さ
れ
た
本
選
会
の
出
演
者
は
十

名
、
激
戦
の
第
一
次
、
第
二
次

予
選
を
通
過
し
、
今
日
の
本
選

会
を
迎
え
た
。
男
性
声
域
の
出

演
者
も
四
名
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
ソ
プ
ラ
ノ
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ

ノ
、
バ
リ
ト
ン
、
バ
ス
バ
リ
ト

ン
と
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。

途
中
大
き
な
地
震
が
発
生
、

歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
奏
楽
堂

は
か
な
り
の
揺
れ
を
感
じ
た
。

演
奏
を
一
時
中
断
、
四
〇
分
後

に
再
開
、
午
後
七
時
四
十
分
無

事
全
員
の
演
奏
を
終
了
し
た
。

聴
衆
者
賞
の
投
票
、
開
票
も

順
調
で
す
っ
か
り
根
付
い
た
賞

の
感
が
あ
る
。

―
　
受
　
賞
　
者
　
―

第
一
位
／
文
部
科
学
大
臣
賞

―
藤
井
玲
南
さ
ん
　
第
二
位
―

渡
邊
有
希
子
さ
ん
　
第
三
位
―

深
瀬
　
廉
さ
ん
　
学
生
の
部
奨

励
賞
―
山
下
裕
賀
さ
ん
　
聴
衆

者
賞
―
土
橋
　
創
さ
ん
　
日
本

Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
協
会
賞
―

藤
井
玲
南
さ
ん
・
深
瀬
廉
さ
ん

日
本
歌
曲
賞
―
加
藤
宏
隆
さ
ん

土
橋
　
創
さ
ん
　
優
秀
共
演
者

賞
―
斎
藤
　
龍
さ
ん
　
入
選
―

十
二
月
七
日
（
金
）
午
後
四
時
四
十
分
よ
り
、
東
京
上
野
の
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
に
お
い
て
、
第
二
十
三
回
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク

ー
ル
本
選
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
特
徴
は
、
何
と
言
っ
て
も
男
性
声
域
の
応
募
者
が
増
え
た
こ
と
で
、
約
半
数
に
届
く
勢
い
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
年
々
応
募
者
の
水
準
が
高
く
な
り
、
今
回
も
審
査
員
を
悩
ま
せ
る
本
選
会
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
反
映
し
て
、
日
本
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

協
会
賞
は
、
審
査
に
加
わ
っ
た
同
協
会
の
ご
好
意
で
二
名
に
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
日
本
歌
曲
賞
も
二
名
選
ば
れ
、
水
準
の
高
さ
を
物
語
る
結
果

と
な
っ
た
。
当
日
は
冬
の
寒
さ
が
一
段
と
強
く
な
っ
た
寒
い
日
で
あ
っ
た
が
、
会
場
は
昨
年
同
様
二
〇
〇
名
を
超
え
る
来
場
者
で
溢
れ
、
活
況

を
呈
し
た
。
好
評
の
聴
衆
者
賞
は
、
三
年
ぶ
り
に
男
性
の
演
奏
者
、
土
橋
　
創
さ
ん
が
受
賞
し
た
。

途
中
か
な
り
大
き
な
地
震
が
発
生
し
、
会
場
は
一
時
騒
然
と
な
っ
た
が
、
四
〇
分
の
休
止
後
再
開
さ
れ
、
無
事
全
員
の
演
奏
を
終
了
し
た
。

接
戦
の
結
果
藤
井
玲
南
さ
ん
が
第
一
位
・
文
部
科
学
大
臣
賞
の
栄
に
輝
き
、
井
上
和
子
評
議
員
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

井 上 和 子
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〒112-0002 東京都文京区小石川1-10-13

一般財団法人日本友愛協会　評議員
鳩山友愛塾　塾長岩 屋 毅

たけし

衆議院議員

http://www.t-iwaya.com

富士吉ビル２階
TEL0977-21-1781  FAX0977-21-1799

〒874-0933大分県別府市野口元町1-3

衆議院第2議員会館1209
TEL03-3508-7510  FAX03-3509-7610

〒100-8982 東京都千代田区永田町2-1-2国会事務所

別府事務所

E-mail:info@izumi-kaikei.com
URL www.izumi-kaikei.com

掲載は五十音順 三面に続く

学生の部
奨励賞

山下　裕賀さん
メゾソプラノ

第三位・日本Ｒ.
シュトラウス協会賞
深瀬　廉さん
バリトン

第二位
渡邊　有希子さん
ソプラノ

第一位・文部科学大臣
賞・日本Ｒ.シュトラウス
協会賞 藤井　玲南さん

ソプラノ

日本歌曲賞
聴衆者賞
土橋　創さん
バリトン

日本歌曲賞
加藤　宏隆さん
バスバリトン

細
井
暁
子
さ
ん
　
橘
田
有
美
さ

ん
　
松
本
秋
音
さ
ん
　
武
田
直

之
さ
ん
　
土
橋
　
創
さ
ん
　
加

藤
宏
隆
さ
ん
　
山
下
裕
賀
さ
ん

―
本
選
会
審
査
員
紹
介
―

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

朝
倉
蒼
生
【
東
京
藝
術
大
学
名

誉
教
授
】
小
松
英
典
【
元
ブ
レ

ー
メ
ン
音
楽
大
学
教
授
】
コ
ン

ラ
ー
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
【
元
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
音
楽
大
学
学

長
（
本
選
会
）】
菅
　
英
三
子

【
東
京
藝
術
大
学
准
教
授
】
島

崎
照
代
【
日
本
友
愛
協
会
参

与
・
実
行
委
員
長
】
高
橋
啓
三

【
東
京
音
楽
大
学
教
授
】

本

島
阿
佐
子
【
国
立
音
楽
大
学
准

教
授
】
ヨ
ズ
ア
・
バ
ー
チ
ュ

【
武
蔵
野
音
楽
大
学
講
師
】

＊
本
選
会
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
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時
事
川
柳
　

服
部
迪
夫
　
作

―
巳
年

新
年
は
お
屠
蘇
気
分
で
ト
グ
ロ

巻
き―

美
輪
明
宏

紅
白
の
最
年
長
は
ヨ
イ
ト
マ
ケ

―
師
走
選
挙

白
蛇
の
運
も
借
り
た
い
選
挙
戦

―
日
の
丸
背
負
う
カ
ズ

伝
説
の
男
弾
け
る
フ
ッ
ト
サ
ル

―
世
界
の
教
科
書

福
島
が
羅
針
盤
へ
と
の
ぼ
り
つ

め
第21次 / 2 2次 植林訪中団参加者募集
実施日：第21次　2013年3月5日（火）～8日（金）

第22次　2013年3月14日（木）～17日（金）
実施場所：21次　福建省アモイ市（第三期）

22次　湖北省孝感市（第二期）
参加費：一般／100,000円学生／50,000円(21次・22次）

ホームページに詳細掲載中
＊詳しくは事務局までお問い合せください

TEL(03)5312-1150    FAx(03)5312-1184
E-mail ogasawara@kudan-law.jp

井門新宿御苑ビル２階
〒160-0022 東京都新宿区新宿2丁目1番7号

一般財団法人日本友愛協会

奥田　吉郎理　事

大 畠 章 宏

〒100-0014 東京都千代田区永田町2-2-1-406

民主党
衆議院議員

一般財団法人日本友愛協会

奥住　壽監 事

〒191-0001 東京都日野市栄町5-14-2
TEL042-581-2585  FAX042-586-7196

奥住会計事務所

株式会社 ニッセーデリカ

川手 正一郎会　長

TEL03-3823-8511 
FAX03-3822-0304

〒113-0022 東京都文京区千駄木3-45-2

毎夕新聞印刷株式会社

川島　毅代表取締役
会 長

掲載は五十音順　四面に続く

つ
い
た
時
の
最
初
の
オ
ア
シ
ス
が

敦
煌
で
、
こ
こ
か
ら
キ
レ
ン
山
脈

沿
い
に
バ
ダ
イ
ン
ジ
ャ
ラ
ン
砂
漠

に
挟
ま
れ
た
河
西
回
廊
は
必
ず
通

ら
ね
ば
な
ら
な
い
通
路
で
し
た
。

河
西
回
廊
と
は
、
黄
河
や
そ
の
支

流
と
、
キ
レ
ン
山
脈
に
挟
ま
れ
た

回
廊
の
よ
う
な
地
形
で
、
キ
レ
ン

山
脈
の
氷
河
か
ら
流
れ
出
る
豊
富

な
水
に
よ
っ
て
う
る
お
う
肥
沃
な

土
地
柄
で
し
た
。
西
域
か
ら
の
文

化
や
交
易
品
は
、
必
ず
こ
の
道
を

通
っ
て
長
安
に
運
ば
れ
、
西
に
向

か
っ
て
は
絹
が
運
ば
れ
て
い
き
ま

し
た
。

漢
文
化
を
完
全
に
会
得

ク
マ
ラ
ジ
ュ
ウ
が
十
七
年
間
に

わ
た
っ
て
後
涼
国
の
呂
光
一
族
に

幽
閉
さ
れ
た
姑
蔵
城
は
、
現
在
の

武
威
市
に
位
置
し
、
蘭
洲
に
近
く
、

も
う
目
の
先
に
長
安
の
都
が
迫
っ

て
い
ま
し
た
。
前
秦
王
苻
堅
が
亡

く
な
っ
た
後
と
な
っ
て
は
、
王
命

は
す
で
に
反
故
と
な
り
、
呂
光
に

と
っ
て
ク
マ
ラ
ジ
ュ
ウ
は
不
要
な

存
在
で
あ
っ
た
筈
で
す
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
手
放
さ
な
か
っ
た
理
由

は
、
彼
が
「
兵
法
に
精
通
し
て
戦

略
に
長
け
、
占
術
を
用
い
て
予
言

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
、
広
く
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
を
東
西
に
貫
き
、
東

は
長
安
か
ら
、
西
は
ロ
ー
マ
に
達

す
る
全
長
一
万
三
千
キ
ロ
に
も
及

ぶ
交
易
と
文
化
の
大
動
脈
で
し

た
。
古
来
か
ら
中
国
人
は
、
敦
煌

か
ら
西
を
西
域
と
名
づ
け
、
そ
こ

に
住
む
住
人
を
胡
人
と
呼
び
ま
し

た
。陽

関
な
ど
敦
煌
の
西
の
関
所
を

を
行
う
」
特
異
な
才
能
を
も
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
彼
は
単
に
呂
光
一
族
の

軍
事
顧
問
的
立
場
に
甘
ん
じ
て
い

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
既
に
仏

教
を
先
進
的
に
受
け
入
れ
て
い
た

河
西
回
廊
の
人
々
の
崇
敬
を
受

け
、
長
安
か
ら
は
、
す
み
や
か
に

大
乗
仏
教
の
教
理
を
学
び
た
い
と

い
う
「
僧
肇
」
な
ど
の
学
僧
た
ち

が
、
彼
を
慕
っ
て
姑
蔵
城
（
武
威
）

に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
彼

は
漢
民
族
の
言
語
や
習
慣
な
ど
を

完
璧
に
会
得
し
た
の
で
す
。

色
即
是
空
の
名
訳

時
に
三
九
四
年
、
前
秦
国
を
亡

ぼ
し
て
後
秦
国
を
建
て
、
中
原

（
長
安
を
中
心
と
す
る
河
北
一
帯
）

を
手
中
に
し
た
姚
興
王
は
、「
ク

マ
ラ
ジ
ュ
ウ
を
長
安
に
渡
す
よ
う

に
」
と
の
要
求
を
後
涼
国
王
に
つ

き
つ
け
ま
し
た
。
が
、
見
事
に
拒

絶
さ
れ
る
や
六
万
の
兵
を
派
遣
し

て
遂
に
後
涼
国
を
亡
ぼ
し
ク
マ
ラ

ジ
ュ
ウ
を
解
放
し
、「
国
師
」
と

し
長
安
に
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
四

〇
二
年
十
二
月
二
十
日
の
こ
と
で

す
。
姚
興
王
の
要
請
を
受
け
、
彼

越
え
て
ゴ
ビ
砂
漠
の
向
こ
う
に

は
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
に
次
ぐ
世
界
第

二
の
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
が
展
け

ま
す
。
こ
の
砂
漠
に
迷
い
込
ん
だ

ら
最
後
、
生
き
て
出
ら
れ
る
人
は

い
ま
せ
ん
。

人
々
は
、
こ
の
砂
漠
を
避
け
、

チ
ベ
ッ
ト
側
の
コ
ン
ロ
ン
山
脈
の

ふ
も
と
を
辿
る
西
域
南
道
か
、
砂

漠
北
側
に
連
な
る
天
山
々
脈
の
ふ

も
と
を
辿
る
西
域
北
道
を
開
い
て

交
通
し
ま
し
た
。
西
域
北
道
は
、

天
山
々
脈
の
南
側
を
通
る
天
山
南

道
と
、
北
側
の
草
原
地
帯
を
通
過

す
る
天
山
北
道
に
分
か
れ
、
道
に

沿
っ
て
点
在
す
る
オ
ア
シ
ス
都
市

を
辿
っ
て
ラ
ク
ダ
や
馬
で
旅
を
し

ま
し
た
。

河
西
回
廊
と
は

胡
人
た
ち
が
、
中
国
へ
た
ど
り

は
た
だ
ち
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

の
仏
教
経
典
を
漢
語
に
翻
訳
す
る

大
事
業
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

「
坐
禅
三
昧
経
」「
仏
説
阿
弥
陀
経
」

を
手
始
め
に
、
三
十
五
部
二
九
四

巻
の
経
典
や
論
文
を
翻
訳
し
ま
し

た
。
彼
は
単
な
る
訳
経
僧
で
は
な

く
、
大
乗
仏
教
空
観
の
深
淵
な
る

思
想
を
中
国
を
始
め
東
ア
ジ
ア
に

伝
え
た
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ

り
ま
す
。「
色
即
是
空
　
空
即
是

色
」
と
い
う
訳
語
を
彼
が
創
ら
な

け
れ
ば
大
乗
仏
教
の
真
意
は
中
国

に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
事
で
し
ょ

う
。
―
写
真
も
筆
者
提
供
―
（
つ
づ
く
）

敦煌市の象徴友弾琵琶伎楽天像

友
愛
婦
人
会
は
、
生
涯
学
習

の
一
環
と
し
て
勉
強
会
を
開
催

し
、
人
間
塾
仲
野
好
重
塾
長
よ

り
三
回
に
亘
る
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
全
体
を
貫
く
テ

ー
マ
は
「
人
生
の
意
味
を
創

る
」
、
第
一
回
レ
フ
レ
ク
ト

（
振
り
返
る
）
第
二
回
リ
フ
ァ

イ
ン
（
磨
き
を
か
け
る
第
三
回

リ
ボ
ー
ン
（
再
び
生
ま
れ
る
）

と
各
回
毎
に
テ
ー
マ
を
い
た
だ

き
、
皆
真
剣
に
お
話
に
耳
を
傾

け
、
自
分
自
身
の
身
に
照
ら
し

て
、
何
を
す
べ
き
か
を
一
生
懸

命
考
え
た
三
ヶ
月
で
し
た
。

全
三
回
の
講
演
は
、
心
の
糧

と
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
教
え
て
い
た
だ
い

た
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
に
よ

る
詩
の
一
小
節
「
青
春
と
は
人

生
の
あ
る
期
間
で
は
な
く
、
心

の
持
ち
方
を
言
う
」
と
い
う
素

晴
ら
し
い
言
葉
を
胸
に
刻
み
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
が
、

い
つ
で
も
青
春
で
あ
る
か
否
か

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
切
磋
琢
磨
に

か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
友
愛
婦

人
会
は
、
そ
の
名
に
恥
じ
る
こ

と
の
な
い
「
友
愛
」
の
心
を
大

切
に
、
研
鑽
に
励
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ
が
、
鳩

山
安
子
会
長
の
ご
支
援
と
ご
協

力
に
お
応
え
す
る
一
番
の
方
法

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
終
回
に
は
講
演
終
了
後
東

大
構
内
に
あ
る
「
椿
山
荘
レ
ス

ト
ラ
ン
カ
メ
リ
ア
」
に
て
「
ク

リ
ス
マ
ス
会
」
を
開
催
し
、
仲

野
先
生
、
壺
井
事
務
局
長
も
ご

参
加
く
だ
さ
り
、
大
勢
で
和
や

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

仲
野
先
生
が
『
マ
イ
・
ウ
エ
イ
』

を
熱
唱
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の

お
人
柄
に
皆
改
め
て
感
動
し
た

次
第
で
す
。

（
婦
人
会
記
）

友愛婦人会　秋期勉強会
人人間間塾塾仲仲野野好好重重塾塾長長をを招招きき講講演演会会実実施施
「人生の意味を創る」を主題に三回にわたり開催

『マイウエイ』を熱唱
仲野好重　人間塾塾長

皆さんでお勉強をと挨拶
大川米子幹事長

いつも楽しい気心の知れた仲間。
和やかさと賑やかさがエネルギー源

質
問
も
続
出
。
難
し
い
テ
ー
マ
は
自
ら

の
宿
題
と
な
る
。
大
盛
況
の
勉
強
会

万里の長城の西端　嘉峪関

姑蔵城趾に建つクマラジュウ寺
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◆
昨
年
四
月
は
、
小
生
が
上
京
し
て

六
〇
年
。
五
月
は
会
社
を
始
め
て
五

〇
年
。
八
月
は
友
愛
ク
ラ
ブ
五
〇
〇

回
記
念
。
十
一
月
は
、
当
時
の
音
羽

御
殿
に
伺
い
、
鳩
山
一
郎
先
生
に
ご

拝
眉
い
た
だ
き
六
〇
年
。

今
年
の
四
月
は
、
友
愛
創
立
六
〇
年
。

時
の
早
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
が
、

自
分
で
は
歳
を
意
識
し
た
こ
と
は
な

く
、
只
、
人
様
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、

過
分
の
お
世
話
に
な
っ
た
り
は
慎
み

た
い
と
心
が
け
、
穏
や
か
な
心
を
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、「
丸
い
の
は
人
柄
よ
り
も

背
だ
と
知
る
」（
読
売
川
柳
）
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

（
Ｋ
）

◆
新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と

う
御
座
い
ま
す
。
昨
年
の
世
相
は

決
し
て
明
る
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
が
特
に
重
大
に

感
じ
る
の
は
、
若
年
失
業
者
問
題

で
す
。
労
働
は
生
活
の
糧
を
得
る

た
め
の
手
段
に
の
み
な
ら
ず
、
自

己
実
現
の
場
で
も
有
り
ま
す
。
仮

に
親
や
社
会
よ
り
物
質
的
な
援
助

が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
若
者
が

自
己
表
現
の
場
を
与
え
ら
れ
な
い

限
り
問
題
の
解
決
に
は
至
り
ま
せ

ん
。
日
本
の
原
動
力
で
あ
る
若
者

年
の
健
全
な
生
活
の
為
に
も
、
新

政
権
に
は
、
是
非
こ
の
問
題
を
第

一
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
頂
き

た
い
も
の
で
す
。

（
Ｇ
Ｏ
）

◆
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
が
良
い
年
で
あ
る
よ
う
、

心
か
ら
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た

震
災
か
ら
約
二
年
、
ま
だ
ま
だ
福

島
原
発
の
件
も
含
め
解
決
さ
れ
な

い
こ
と
ば
か
り
。
昨
年
は
笹
子
ト

ン
ネ
ル
の
事
件
、
交
通
関
連
施
設

の
老
朽
化
問
題
が
表
面
化
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
も
解
決
の
必
要
が
あ

る
大
き
な
課
題
で
す
。
安
心
し
て

穏
や
か
な
気
持
ち
で
過
ご
す
こ
と

こ
そ
、
本
当
の
幸
せ
だ
と
思
い
ま

す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
に
も
喜

べ
る
、
そ
ん
な
日
々
を
送
り
た
い

も
の
で
す
。
被
災
地
の
皆
さ
ん
に

一
日
も
早
く
「
平
穏
」
を
　
（
も
）

佐伯　詔一取締役
会　長

TEL027-251-7395   FAX027-251-7337
〒371-0857 群馬県前橋市高井町1-13-4

一般財団法人日本友愛協会

福田八州雄評議員

〒175-0082 東京都板橋区高島平7-43-15

TEL 075-451-5166  FAX 075-451-3926

茶道裏千家淡交会
一般社団法人

京都市上京区堀川通寺之内上る寺之内堅町682番地

森林・山村の再生、振興のため
日本産原木シイタケを応援しています

日本きのこセンター
財団
法人

鳥取市富安１丁目８４番地

理事長 常田　享詳

鳩 山 邦 夫

小石川文天ビル２階
TEL03-5684-3188  FAX03-5684-3186

〒112-0002 東京都文京区小石川1-10-13

衆議院議員

理 事 長

一般財団法人日本友愛協会

鳩山 由紀夫

小石川文天ビル２階
TEL03-5684-3188  FAX03-5684-3186

〒112-0002 東京都文京区小石川1-10-13

副理事長

一般財団法人日本友愛協会

一般財団法人日本友愛協会

萩原 直三評議員

〒154-0003  世田谷区野沢 2-33-5-1107

代表取締役
会 長

一般財団法人日本友愛協会

中川　治男参　与

第５次友愛青年同志会
東南アジア使節団団長

一般社
団法人

e-mail  kendama@fuga.ocn.ne.jp
URL  http://kendama.or.jp

名古屋めし居酒屋

野菜が美味しいワイン酒場・スペイン料理

純系名古屋コーチン料理

名古屋の老舗居酒屋　since1956

〒602-0073 

TEL 046-267-7313(代） FAX 046-267-7314

神奈川県大和市柳橋５－７－５
〒242-0022

川辺　辧代表取締役

一般財団法人日本友愛協会

木村　正治理　事

株式会社ゼフィルス

〒113-0033 文京区本郷5-23-12 鳩山ビル９F
TEL03-3814-8591～2  FAX03-3814-8593

武田　紀念男代表取締役

社団法人日本不動産協会会員

地域に貢献する

掲載は五十音順


